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はじめに

本研究は次のような状況を鑑み，計画されたものである。
植物地理学的な事象は一般に多くの仮定を含んだ推測に過ぎない仮説による説明ですま

されていることが一般に見受けられた。一方，分断地理学的な解析方法により，特にゴン
ドワナ大陸の分散に伴う分断をベースにした議論がしだいに精綴になり，科学的な議論に
耐えうる仮説が提唱されるようになった。また，分子系統学的な解析により植物自体の系
統関係が詳細に解析されることにより系統地理学的な解析と仮説の提唱が可能となり，分
断説による仮説と相まって，ここにようやく科学としての植物地理学が語られることにな

った。本報告書においても詳しく言及されている，ナンキョクブナ属やナンヨウスギ科，
マキ科の解析はその典型である。

しかしながらこのようなベースに基づく限り分断が前提となっていない事例は同様のレ

ベルでは語れないことになってしまう。本科研費による研究はポスト分断をねらって計画
されたものである。すなわち，上記のような研究の進展の一方で従来一括りにされてきた
ゴンドワナ要素なるものが本当に一様なものなのかどうかの検討が必要と思われたからで
ある。

ゴンドワナの一員である南米大陸において種分化が著しく生じていると見なされる植物

群を対象とし，それらの属内での種分化，種内の地域個体群の分化などを詳細に検討する
ことにより真のゴンドワナ要素，すなわち南からの植物と，ユーラシア（ローラシア）起
源で北米を経て南米に到達し，ふるさとよりもむしろ南米で爆発したグループ，すなわち
北からの植物をきちんと区別したい，というのが目的である。

ナンヨウスギ科の例のように，決してこの解決は現生のものの解析だけではうまくいか
ない。すなわち，ナンヨウスギ属の分布様式は典型的なゴンドワナ要素と見えるし，現生

のものの系統関係からもそれは支持されるからである。ところが，実際には我が日本の北

海道を含み，北半球にゴンドワナ分裂以降の時期の化石が多数報告されているという事実
がある。したがって，化石を合わせて考慮することによってのみ，ナンヨウスギ科の正し
い理解が得られることになる。計画発足後，研究分担者として古植物学の第一人者である

西田治文教授に協力者になっていただき，こうした事例についてのご指導をいただいた。

採集していた研究材料の本格的な解析はまだまだこれからである。本務地における実験
室での研究の進行とともに，更なる材料の収集に向けて次期の海外学術調査の計画とその
申請も行っていかねばならない。その一つの区切りとして本報告書を作成した。

本研究は現地でお世話になった方々を初めとして多くの方々のご協力によって初めてな
しえたものです。ここに深謝致します。
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ミズーリー植物園Monsanto及びLehyman標本館における標本調査および文献調査

調査目的：

南米大陸アンデス山脈に広域分布する植物種の採集調査を行なうにあたっては詳細な

生育場所を知る必要がある。そこで南米大陸の植物標本が多く蓄積されているミズーリ

ー植物園の標本館にて標本データの調査を行なった。また多くの文献も蓄積されている

ので、南米およびニュージーランド、タスマニア、オーストラリアのフロラの文献を閲

覧し、生育地の情報があればそれを記録した．

調査方法：

2001年6月3日-8日にかけて、ミズーリー植物園において以下の計18種につい

ての標本データを調査した。これらの種はアンデス山脈に沿って南北に広く分布する種

であることが知られている。種の選定は、Moore(1983)の文献をもとに行った。植物

体および標本ラベルをデジタルカメラに記録した。記録した画像データを持ち帰り、後

で文字情報に変換し、表を作成した。また文献調査については、以下の種の生育地情報

が載っているページをコピーし、文献リストを作成した。

調査分類群：

Amsi"ckjQcα〃cj"α(Boraginaceae)
Bro"z"""jolbides(Poaceae)

Cな"加"gj""(Ranunculaceae)
Qms""marve"e(Caryophyraceae)

Che"opodil"7zcarFzo皿如加(Chenopodiaceae)
⑰ん加加ﾉ@"9浬蛇"sis(Caryophyraceae)
Dα砿蛎"zo""""(Umbeliferae)

De碗"“”α”"osfz(Desfbntainiaceae)
Ge"Zm"αprosZm"(Gentianaceae)
Gem"""zse""塊り池加(Geraniaceae)

GJ""ZWmageﾉ""jcQ(Gunneraceae)
Oxa肋mage/〃"jca(Oxalidaceae)

P加ce"secl"z"z(Hydrophyllaceae)
Poascab"z4ね(Poaceae)

Ra"""“"sc9"""S(Ranunculaceae)
Ra"z"zczJJJJscγ"2bα地J･"(Ranunculaceae)

Sax伽gα"zagejhz"ic@z(Saxif'agaceae)
乃iSerz"71"jcα畝m(Poaceae)

各種の標本データを表2に示した。 また撮影

結果：

（1）標本調査

調査した種の標本点数を表1にまとめ、各種の標本デー

したデジタル写真の一部を参考として図1～3に示した。したデジタル写真の一部を参考として図1～3に示した。ミズーリー植物園の南米標本

における全般的な傾向として、南米のエクアドルやボリビアの標本は比較的新しく、ま
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た標本ラベルも正確であり生育地情報としてかなり有効であった。しかしその他の国の

標本に関しては記載の不十分なものが多く、場所を特定するのは困難に思われた。一部

の種については、以下に標本調査と野外調査をふまえたコメントを記した。

G""""Q"2Qge肋"iccz(G皿neraceae)

コロンビアで1点、エクアFル7点、ペルー1点、ボリビア4点、チリ6点、アルゼ

ンチン5点の標本があった。エクアドルとボリビアの標本に関してはGPSデータの入

った標本があったが、それ以外は詳細な地点はのっていなかった。チリについては、チ

リ中南部のChill皿以南から採集されており、チリでの北限がChill皿であると思われる。

アルゼンチンの標本はほとんどフエゴ島の標本であった。

この種は、沢沿いの湿った場所で、開けた明るい場所で、比較的土壌のしっかりある

ところに群生する。したがって現地で生育環境をもとに探していくと比較的見つけやす

い種であると思われる。また群生するのでひとたび見つけることができればその周辺を

探索することにより多くの個体を採集することができる。

一
色
一

Garz加況剛肥卿峨〃""(Geraniaceae)

この種では12点の標本を観察することができたが、そのうち3点はニュージーラン

ドのものであり、残りの9点が南米のものであった。南米において生育地がはっきりと

分かる標本はペルーとエクアドルのものであり、チリの標本は大まかな地点しか記載さ

れていなかった。また近縁と思われる種が多く、誤同定してしまう可能性が高いので、

採集する際には注意する必要がある。

SM/mgα伽ge肋"ccz(Saxifiagaceae)

34点と比較的多くの標本があった。最も北の標本はエクアFル（3点）で、ボリビ

ア（8点)、ペルー（8点以上)、チリ（2点)、アルゼンチン（3点)、最南端はフエゴ

島である。比較的標本ラベルもしっかりしているので、当初は採集できる可能性が高い

と思われた。しかしながらこれまでのボリビア、チリ、エクアFルでの採集調査からは

わずかな個体しか観察されず、この植物を系統地理的な研究の材料として用いるのはか

なり困難であると思われる。エクアドルでは、湿った岩場にクッション状になって生育

しているのが観察された。したがってかなり限られた環境にしか生育できない植物なの

かもしれない。

De功"〃”α""oM(DesfOntainiaceae)

今回の解析対象種の中で唯一の木本種である。45点と比較的多くの標本が所蔵され

ていた。最も北はコロンビアの標本で7点、エクアドル10点以上、ボ'jビア4点、チ

リ4点という内訳になっている。

－51－



この植物は高山帯には出現せずに、ナンキョクブナのような高木になる林の林縁に生

育している。したがっていわゆる高山植物とは言えないかもしれないが、コロンビアか

らチリのフエゴ島まで広く分布している。朱色の大きな花をつけるのでかなり目立つの

で見つけやすい。また花冠の色に地理的な変異があるように思われた。

Oxzz肋伽ge"mzj"(Oxalidaceae)

この種は解析有力候補と考えていたが、標本はわずか5点しかなく、しかもそれらは

アルゼンチンとニュージーランドのものだけあり、南米の標本はなかった。かなり限ら

れた場所にしか見られないのかもしれない。

（2）文献調査

南米およびオーストラリア、ニュージーランF、タスマニアのフロラに関する文献のリ

ストを表3に示した。この中には専門的な文献から入門者用の簡易図鑑まで含まれてい

る。また今回の調査では上記の解析対象種が掲載されている文献のみをリストした。

まとめ

今回世界最大級の標本庫の一つであるミズーリー植物園の標本庫を閲覧することがで

きたが、それでも南米の高山帯の植物標本は比較的少なかった。現在ミズーリ一植物園

が中心となって南米のフロラ調査が精力的に進められているので一部の国（エクアFル

やボリビア）の標本はデータもきちんとした新しい標本を見ることができたが、その他

の標本は古いものが多く、また筆記体で書かれているものについては解読するのが難し

いものがあった。また現地調査を通して、Gunnemmagellanicaについては比較的多

くの集団から採集することができたが､それ以外の種については同定が困難であったり、

また生育地を見つけだすことが難しかった。今後、効率よく採集するためには、種の選

定をはじめ、よりくわしい生育地の情報を集める必要があるだろう。

参考文献

Moore,D.M.(1983)RolaofTie汀adelFuego.MissoMBotanicalGarden.Missouri.
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■
■
■
ｚ
■
■
■
■
■
■
■
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
Ｄ
ａ
■
■
■
■
■
■
Ｉ
ｑ
８
■
Ｕ
ｄ
ｑ
ｌ
９
ｑ
ｆ
Ｏ
８
■
■
■
９
６
。
■
■
■
Ｂ
ｒ
Ｌ
Ｂ
■
■
０
■
且
■
Ｄ
■
ｒ
固
り
０
《
■
■
■
■
上
■
０
日
■
■
ｑ
■
▼
ｇ
■
■
凸
ｐ
凸
り

１
１
１
１

ｂ
■
画
■
可

昼
這
号
ミ
ミ
着
ミ
園
ミ
室

１
１
０
６
０
り
０
６
０
，
●
４
０
０
．
Ｕ
９
０
０
Ｉ
ｌ
ｌ
り
０
１
７
０
Ⅱ
０
０
０
．
１
。
９
回
Ⅱ
Ⅱ
１
Ⅱ
１
１
ｑ
０
２
１
ｌ
ｌ
０
Ｕ
０
Ｉ
０
０
０
ｌ
１
０

昼
、
一
旦
葛
塁
星
誼
匂
ミ
ヘ
圏
重
宝

且
ミ
ミ
葛
曇
ご
逗
匂
忌
冨
ミ
く

Ｉ
４
０
１
０
ｑ
ｌ
０
■
■
ｇ
ｏ
Ｇ
■
Ｐ
Ｄ
３
Ｄ
ｄ
Ｂ
ｉ
ｌ
Ｄ
ｂ
８
ｌ
９
Ｄ
Ⅱ
Ⅱ
■
０
２
■
■
Ⅱ
■
Ⅱ
９
８
■
Ⅱ
日
日
■
１
８
９
０
日
■
ｑ
０
１
Ｉ
０
Ｂ
Ｉ
ｒ
Ｑ
６
且
■
ｏ
ｏ
Ｇ
Ｇ
０
Ｄ
０
■
９
６
１
，
６
▲
９
９
９
●
０
０
０
■
０
０
■
９
■
Ⅲ
・
０
■
■
■
■
Ｉ
Ｂ
９
９
■
■
■
０
■
■
０
０
９
■
Ｂ
Ｂ
Ｏ
凸
Ｕ
①
。
６
９
０
９

賦
客
督
呈
葛
逗
ご
一
望
圏
へ
富
ミ
定

登
亘
Ｑ
葛
塁
ご
蔓
蜀
ミ
園
ミ
く

昌
曽
号
一
塁
ご
蔓
勿
ミ
園
ミ
く

駒
ミ
ミ
ミ
。
。
皀
冨
亀
２
国

豊
富
ミ
ミ
。
。
雪
ミ
ミ
画

亀
ご
ミ
ミ
。
。
亀
ミ
ミ
国

匂
ミ
ミ
ミ
。
。
畠
ミ
ミ
国

塁
登
謹
昆
冨
ご
曇
雪
己
９

ミ
ミ
瓦
葛
勇
冒
ミ
月
）

１
１
１

ご
『
ご
』
琶
函
ご
め
ど
塁
暑
員
〕

ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

ご
罠
還
這
函
ご
句
ご
逗
曇
月
〕

ご
言
ミ
函
冒
己
這
一
月
〕

ご
一
画
毫
一
函
ご
園
ご
至
善
鼻
Ｕ

葛
亀
豊
』
弓
ミ
ヨ
智
昌
電
Ｑ
Ｑ

辿
園
壁
①
《
』
ご
ミ
ご
琶
匂
ご
』
、
。

廻
閏
量
①
三
』
ご
ミ
ミ
葛
己
、
Ｕ

閏
亀
里
』
ご
ミ
ミ
勇
国
、
。

①
吻
壁
①
二
』
ご
ミ
ミ
葛
ご
縫
い
。



－
０
－

（
伽
蕊
）
輪
ｌ
胎
骨
雛
ｅ
尋
埋
桿
乍
壜
逼
塞
ヨ
バ
ト
入
ト
岬
お
總
型
鰡
骨
雛
ｅ
圖
辱
響
１
つ
１
Ｋ
川
・
囚
縄

－55－

里
ち
ぢ
一
夛
里
巨
飼
の
○
言
筥
星
冨
Ｑ
⑭
Ｑ
《
雪
竜
四
の
己
参
○
生
さ
昌
言
。
堅
く

●

●
一
ち
つ
咽
、
㎡
昌
豈
乱
』
く
二
二
め
⑪
二
・
昌
一
愚
四
・
Ｕ
函
停
電
台
の
話
Ｑ
２
５
Ｕ
薗
昌
旨
⑫
響
く

函
国
冒
．
且
ン
沼
一
の
匂
飼
函
飼
屋
⑭
５
萄
二
。
宮
回
生
里
⑭
石
呵
つ
曽
皇
⑭
．
○
⑨
つ
く
《
里
３
一
望
・
己
の
己
首
飼
．
『
屋
飼
ｍ
ご
昌
旨
⑭
響
く

●
Ｅ
つ
つ
つ
国
釘
園
三
里
ｚ
ご
里
一
三
Ｕ
⑪
つ
め
○
宮
回
国
む
ち
．
ｚ
芦
２
』
・
里
三
。

Ｅ
ｇ
窓
《
ｇ
』
堂
堂
目
旦
○
ン
・
宮
Ｃ
Ｑ
《
８
－
旨
Ｕ
・
ち
と
⑪
三
Ｕ

二
二
い
つ
ご
ト
釘
③
苛
祠
め
づ
皿
里
三
回
の
画
⑫
旨
曾
筧
困
口
屋
ぐ
賀
菖
⑭
つ
国
⑭
三
宮
ｏ
Ｕ
ｏ
己
冒
ｏ
童
画
宕
昌
。
園
ｚ
⑪
．
宮
飼
』
《
里
三
Ｑ

昌
寓
《
（
３
后
君
署
三
）
鬮
愚
』
く
里
巨
星
ｓ
言
２
↑
３
重
⑮
ｚ
ｓ
芯
星
ち
窃
鼠
三
コ
○
閏
呈
震
《
＄
烏
君
署
三
・
言
星
・
里
三
Ｕ

●
昌
三
望
《
吾
言
５
邑
昌
昌
○
乞
冒
ざ
『
ｇ
《
爵
号
ｇ
且
ン
亀
］
箇
三
昌
電
室
・
宣
ｏ
Ｑ
・
○
苦
言
男
・
さ
壷
・
望
三
Ｕ

つ
つ
寸
画
圏
三
宮
．
即
両
日
づ
つ
里
旨
園
の
声
ｇ
〔
一
⑪
ぢ
星
Ｑ

昌
咽
《
留
屋
の
」
ｏ
皇
飼
。
↑
◎
三
コ
◎
の
⑪
言
○
冒
里
ン
《
》
圏
。
。
Ｅ
里
爵
四
ｄ
函
⑪
．
』
祠
で
逼
芯
宮
ご
昌
旨
⑭
堅
く

妄
彦
つ
副
つ
卜
蒟
頃
ｃ
ｍ
《
Ｅ
つ
つ
雪
づ
話
２
』
く
里
Ｑ
屋
⑭
コ
ニ
宮
○
Ｑ
㎡
○
湯
飼
い
函
○
昌
餡
《
扇
君
こ
め
○
二
Ｕ
色
。
Ｑ
ご
ｏ
コ
ヮ
コ
⑭
ｚ
ご
昌
豈
⑪
答
こ

●

●
号
芯
シ
ｇ
“
《
３
冒
壱
ざ
室
９
－
設
幽
二
×
釘
豊
里
竜
ざ
二
・
ｇ
生
⑤
三
Ｕ

旨
つ
両
国
．
』
Ｑ
薗
易
・
菖
⑪
Ｐ
ご
旨
○
四
画
電
舎

●
昌
雪
圏
《
ｇ
３
房
易
国
爵
昌
思
岸
重
○
璽
愚
呂
若
○
畠
話
・
孟
壱
シ
詞
三
く
《
国
名
５
室
・
さ
室

二
計
画
竜
茎
星
Ｐ
の
己
園
ｇ
⑫
。
《
里
一
富
の
．
ご
⑫
国
・
３
つ
目
至
関
勇
・
己
の
Ｑ
毎
国
君
の
寡
ｇ
』

琴
三
・
霊
《
零
Ｎ
空
・
昌
雪
寺
《
言
星
開
国
麺
目
星
・
言
一
三
三
白
冨
日
豊
三
○
冨
○
幽
呂
冒
亘
僧
図
星
‐
昌
当
こ
○
ｚ
巨
里
ｎ
ｑ
二
言
室
・
ろ
壁
・
図
星
畠
・
○
己
色

③
碗
①
『
色
の
』
咽
毎
昌
つ
つ
℃
の
つ
つ
め
ｍ
《
２
○
僧
も
つ
の
○
唇
“
国
《
冒
亘
四
．
己
⑫
Ｑ
づ
皇
屋
冒
す
○
Ｕ
声
２
巳

勿
詞
ご
ざ
二
＠
つ
函
卜
の
Ｅ
つ
い
函
命
同
ぢ
皇
君
Ｑ
園
生
の
つ
飼
宮
．
函
飼
日
誌
ご
園
⑪
園
国
‐
昌
冒
○
壱
回
。
“
づ
旦
飼
ｚ
毒
○
室

●
琴
忌
・
震
吋
等
．
ご
《
胃
ｓ
等
・
昌
８
房
言
【
易
豊
乱
弓
君
一
言
舅
寺
）
爵
爾
烏
宕
蛋
土
星
宮
涕
切
Ｂ
５
Ｑ
づ
ぎ
言
易
目
２
○
三
ち
園
圏
ｇ
昌
這
Ｑ
・
冨
鍾

．
［
卜
③
守
冨
由
国
ご
○
嵩
。
二
局
函
里
。
口
里
函
四
《
冒
飼
肩
．
。
○
圏
生
さ
巨
星
里
二
局
二
二
づ
四
＠
コ
隆
司
己
圏
芯
虐
萄
昌
言
⑭
響
く

●

ｚ
雪
・
雪
・
琴
圏
・
窪
《
Ｅ
雪
需
‐
宕
寓
《
８
旨
ｇ
で
ン
皇
当
の
・
呂
璽
９
重
呂
曾
目
頭
当
言
。
四
・
重
国
画
二
Ｕ
ｇ
ｇ
２
ｇ
。
。

里
云
国
屋
○
日
‐
三
。
園
二
・
里
Ｃ
Ｑ
習
薑
囚
ご
宮
．
函
甸
己
里
＠
つ
５
つ
の
つ
ど
雷
○
愚
つ
屋
⑭
勿
・
飼
二
。
○
呂
．
Ｕ
⑲
ロ
⑮
宮
．
即
ｑ
包
圏
・
画
計
呵
Ｕ
‐
三
。
画
。
雪
Ｃ
Ｑ
画
。
勧
○
一
○
息
出
面
妾
５
３
“
や
ち
つ
面
．
。
四

国
司
爵
国
』
曾
一
屋
○
．
８
呂
国
』
昌
巨
囚
ご
匡
一
乏
渇
ご
琿
○
の
ｇ
コ
等
Ｊ
ご
旨
乱
里
蛋

●

●
一
屋
言
己
○
つ
里
自
画
屋
⑪
函

⑲
昌
一
ｏ
⑫
四
宮
』
⑲
這
ｇ
・
コ
星
望
圏
湯
函
毎
屋
三
○
一
意
』
］
⑭
昌
飼
函
屋
園
芯
コ
ウ
○
二
Ｕ
ｇ
菫
画
彦
ｇ
冒
里
言
如
く
函
巨
富
団
。
、
目
證
．
Ｅ
コ
・
コ
ニ
。
雲
ご
｛
毎
．
二
○
』
生
衰
運
コ
ヶ
ロ
弓
圃
園
生
“
己

巳
つ
函
寸
申
つ
固
守
雨
夢
こ
ぐ
ｎ
Ｆ
＠
㎡
ト
『
。
『
言
曽
停
呵
邑
呵
ｇ
ｏ
ｏ
昌
堅
《
夢
○
』
生
爵
四
宮
。
シ
』
。
ｚ
薗
飼
』
画
昌

ｇ
つ
。
、
両
ヴ
ン
⑫
．
ｚ
宮
団
コ
ロ
ロ
ロ
宕
囚
日
当
つ
ぜ
令
罵
函
宮
コ
ン
当
○
ｚ
・
ｏ
ａ
ｏ
Ｑ

画
函
望
・
言
『
、
画
貞
飼
＠
ｍ
ｍ
《
圃
冒
Ｕ
ｓ
唇
飼
の
画
宮
畠
ぢ
⑪
』
壱
屋
の
一
国
己
飼
。
里
の
豆
昌
望
卜
③
四
○
国
．
③
萄
昌
屋
画
全
面
亜
Ｑ
ｏ
Ｕ

里
吻
Ｃ
Ｑ
星
⑫
己
屋
画
．
員
口
包
め
日
○
壱
昌
茎
つ
、
園
。
画
己
画
室
』
圏
⑭
三
宮
○
Ｑ
・
ｏ
Ｅ
ｏ
ｍ
○
・
○
己
。
Ｑ
薗
冨
弓
宕
シ
夢
自
堅

画
昌
旨
⑫
響
く

③
三
三
⑭
響
く

●

呵
昌
言
。
響
く

⑨

写＝
_罠

U

⑭
一

●ー

二
Ｕ

｡

＝

昼

U

。

＝
戸

己

⑭
一

●ー

二
Ｑ

の

「＝
罠

U

飼
昌
言
。
響
く

国
二
三
乱
』
く

⑭
一

●ー

二
Ｕ

園
壱
○
四
国
画
聖

飼
昌
言
⑭
響
く

飼
昌
言
の
響
く

里
皇
一
○
国

の
弓＝
二

Q

』
○
つ
画
室
Ｑ
囚

］
○
つ
画
二
○
四

画
三
言
⑭
響
く

』
○
つ
⑬
．
○
四

雪
宮
○
四
回
忌
ら

●

里
皇
一
○
ぬ

里
室
一
○
国

里
皇
一
．
国

星
食
弓
国

⑫
ー

●一

二

Q

鴎
重
、
量
ご
ミ
ミ
葛
ご
急
。

①
閏
廷
廻
二
』
ご
ミ
ミ
旨
ご
』
④
。

也
吻
壁
①
二
』
Ｇ
ミ
ミ
旨
ご
呈
廻
Ｑ

エ
■
■
■
８
９
８
日
守
０
９
巳
０
８
Ⅱ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
７
６
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
０
０
Ⅱ
■
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
ｏ
‐
０
Ⅱ
？
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
０
日
日
■
■
Ｕ
４
Ｂ
ｐ
●
守
ら
草
■
凸
■
０
日
■
■
■
■
９
。
■
Ⅱ
日
■
■
■

“
国
司
二
穐
己
ミ
ミ
葛
ご
壁
鼬
。

●
マ
０
０
＆
■
Ｕ
６
Ｔ
ｇ
ｏ
◆
●
■
■
■
■
Ｆ
Ｄ
△
、
■
■
５
。
■
■
■
Ｕ
■
■
■
９
０
９
０
Ｇ
口
ｇ
凸
■
■
■
■
■
■
Ｂ
Ｔ
６
２
■
■
■
，
、
●
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
７
口
０
■
■
■
ｇ
■
■
二
■
■
■
ｒ
０
８
・
Ｇ
Ｄ
Ｉ
ｂ
Ｄ
ｎ
０
■
■
■
５
．
．
９
巳
ｑ
０
舎
●
■
■
▲
ｑ
■
■
■
Ｕ
一
■
■
日
昌
■
■
■
■
■
日
■
■
■
■
●

⑳
喝
這
い
二
』
ご
ミ
ミ
葛
己
、
Ｕ

関
屋
巽
』
ご
ミ
ミ
旨
己
、
Ｑ

●

⑳
匂
電
①
三
』
ご
ミ
ミ
葛
ご
』
、
Ｑ

●

禺
壁
①
負
ご
ミ
ミ
富
む
、
Ｑ

●

⑳
国
へ
里
』
ご
ミ
ミ
葛
ご
』
⑳
Ｑ

●

ミ
ミ
曽
◎
冒
冒
一
ミ
『
電
。
号
廷
皇
Ｑ

ミ
ミ
ミ
８
ミ
ｇ
《
ミ
一
電
○
号
愚
汽
〕

ミ
ミ
勇
。
ミ
３
ミ
弓
這
。
Ｑ
ミ
ヘ
ミ
。

ミ
ミ
胃
。
ミ
ミ
曇
ミ
壱
・
号
亀
塁
Ｕ

堕
塁
急
畠
冒
昌
電
邉
筐
ミ
ミ
ｓ

ミ
ミ
急
凰
目
。
豊
言
へ
ミ
ミ
己

匂
曼
急
曽
蔓
。
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ｓ

喝
曼
急
禺
冒
。
畠
ミ
ミ
ミ
ミ
ｓ

亀
ミ
ミ
禺
更
。
豊
這
§
き
き
Ｕ

喝
毫
是
冒
昌
。
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
己

吻
電
ミ
ミ
電
。
ミ
目
。
ご
己
Ｑ

日
Ⅱ
ｌ
ｉ
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
０
１
１
０
９
８
１
１
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
日
Ⅱ
１
日
Ⅱ
１
８
０
４
０
０
０
■
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ｈ
０
０

電
琶
壁
ミ
壁
◎
昌
堕
ご
Ｕ
詮
ご
国

国
電
瞳
ご
臺
○
ミ
ご
ａ
雪
国
Ｑ

胃
。
昌
号
ご
冨
冒
言
皇
ご
Ｑ

●

９
０
０
８
８
■
０
口
０
０
８
Ｖ
。
■
１
０
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
ｉ
Ⅱ
Ⅱ
１
日
０
６
６
０
０
■
９
６
▽
０
口
９
日
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
１
０
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
１
１
１
ｅ
ｄ
且
ｒ
ｉ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
０
０
０
■
■
■
、
Ｉ
二
日
ｌ
Ⅱ
８
０
２
７

ご
匂
ミ
ヘ
ミ
奇
ミ
ミ
ご
ミ
ミ
ざ
Ｑ

●

ご
閏
。
ミ
号
ミ
ミ
ｓ
ミ
＆
３
Ｑ

●

ご
国
○
ミ
号
昌
ミ
ご
ミ
ミ
ご
Ｑ

●

胃
。
ミ
号
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ざ
。

●
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い
’
卜
特
嘩
ｅ
尋
埋
捧
余
逼
邑
崖
ヨ
バ
陥
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侶
岬
迄
縄
且
壊
特
雛
ｅ
圏
尋
埋
１
．
ｌ
ｘ
川
・
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二
二
ｍ
寸
・
一
ト
ガ
ペ
同
。
ｎ
Ｅ
つ
一
、
自
冒
函
君
生
＠
つ
の
国
匡
』
⑭
』
ち
ぢ
二
三
○
で
色
巨
星
両
守
苣
一
言
面
Ｕ

里
童
三
回
シ
参
○
』
生

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｌ
匡
夢
門
扉
隅
緬
ト
ト
ｚ
陶
阿
崖
跳
声
腋
信
障
画
戸
届
ぬ
陰
悼
心
厘
戸
輝
墜

Ｆ
Ｐ
こ
こ
こ
ず
‐
こ
こ
『
６

趨
画
厘
廷
煙
口
星
三
輝
轌
卸
三
Ｉ
芯
唇
ぱ
い
筵
心
超
望
ｉ
罵
○
罰
ｐ
一
国
函
‐
里
窪
Ｑ
ｅ
侭
胃
葡
建
画
渥
画
星
ロ
窪
浸
〕
答
皀
圭

卜
刷
。
一
旦
⑫
」
ご
ろ
つ
二
団
。
ご
巨
冨
。
ご
呵
旦
ｏ
シ
の
昌
言
③
。
声
２
生

●
卜
函
③
弓
逼
く

『
彦
廻
・
窪
《
ｚ
尋
・
雪
《
自
室
盾
《
雪
◎
ざ
ｍ
Ｅ
ｏ
乞
昌
菫
廻
↑
（
。
（
一
言
ｚ
Ｅ
ｏ
と
【
呈
圏
）
。
巨
富
ｚ
‐
匡
○
呂
易
冨
○
』
ち
《
呈
二
ご
ｏ
２
ｏ
の
名
・
○
己
三
重
弓
○
壱
く

墓
彦
埋
哺
ト
《
ｚ
両
寸
硫
つ
箏
昌
つ
い
卜
可
つ
つ
ぬ
武
．
○
星
』
園
ｚ
宮
竪
琴
三
つ
⑮
○
』
巨
○
匡
○
の
匡
○
の
ち
四
声
星
廻
‐
卜
一
国
言
⑫
。
雷
当
一
壱
』
。
Ｕ
函
菖
⑭
壱
里
．
ご
昌
言
く

芸
套
雪
哺
卜
曇
ｚ
固
守
崎
つ
毎
日
つ
つ
卜
副
曇
（
○
昌
苗
ｚ
Ｅ
ｏ
輯
昌
茎
、
ｇ
ｏ
屋
』
③
ｚ
‐
重
○
四
宮
ｏ
函
己
飼
。
』
』
○
二
冒
茎
ご
ｏ
四
宮
ｏ
め
⑭
壱
・
．
昼
一
言
萄
言
ご
ｇ
書
く

。
（
国
つ
、
両
、
’
つ
つ
、
碗
令
○
芦
屋
ロ
』
飼
旦
⑭
己
○
二
一
○
○
コ
す
め
○
至
話
函
⑭
一
回
』
』
○
一
団
員
』

今
⑫
己
屋
＠
コ
Ｑ
－
ｏ
つ
昌
一
ぐ
圏
⑨
二
○
日
且
』
一
⑨
画
面
乙
画
畠
⑫
。
す
ご
一
呵
』
ｇ
こ
の
乙
鬮
』
⑫
。
⑫
皇
飼
Ｕ
・
一
園
言
⑭
宮
。
Ｑ
ｏ
ｏ
言
⑨
言
⑨
彦
《
一
国
旨
⑲
。
国
⑨
三
宮
。
Ｕ
・
ロ
。
。
回
Ｕ
一
②
つ
ｏ
言
⑫
昌
雪
』
旬
ユ
⑭
口

ド
④
望
め
．
く
ず
《
Ｅ
つ
つ
面
面
一
団
函
ご
曾
屋
コ
の
。
つ
画
宮
⑨
匙
ご
巳
．
届
Ｕ
稔
。
旨
宮
肩
匡
も
自
室
Ｑ

寸
函
③
一
旦
“
』
Ｎ
面
今
冒
つ
つ
一
ｍ
⑤
富
里
○
四
⑪
つ
⑭
二
ヶ
の
○
塵
・
○
浅
飼
ら
⑫
己
。
己

こ
る
三
局
ｚ
⑭
口
・
己
⑪
ロ

旨
寺
寓
・
毛
一
・
ｓ
《
琴
湯
・
霞
．
ｇ
』
一
三
塁
ｇ
８
Ｅ
圏
蛋
白
茎
副
邑
・
函
呉
．
Ｕ
⑭
三
豊
製
室
冒
の
呂
雪
鼠
雪
員
く
・
さ
生

め
い
両
寸
つ
ぢ
二
つ
側
③
ト
ー
巳
つ
つ
寺
の
つ
三
面
辱
曾
．
四
国
言
ご
コ
ニ
Ｑ
画
巨
．
函
団
、
］
ち
彦
乙
の
圏
旦
、
這
苗
の
宮
⑮
旦
皇
函
昌
些
忠
室
ご
つ
宮
画
意
堅
占
園
皇
国
画
く
雪
。
国
電
冒
室
萄
青
封
・
ン
。
生

③
ト
ュ
昌
男
同
貞
己
い
つ
ｎ
．
昌
函
曽
飼
め
ち
吻
昌
茎
三
づ
曽
函
国
呵
の
⑲
で
函
○
戸
囿
愚
色
稔
百
昌
・
二
○
生

１

函
つ
一
寸
つ
ぢ
彦
卜
◎
び
卜
今
函
．
昼
。
旨
。
○
つ
○
生
君
富
昌
誌
ｚ
⑫
．
言
画
皇
萄
戸
］
］
夢
２
生

Ｅ
つ
つ
寸
頃
函
ト
珂
両
つ
牽
琴
湧
猷
屋
・
昌
茎
③
◎
ゴ
９
．
２
芯
塵
で
愚
彦
昌
（
２
コ
君
愚
の
ち
色
白
○
一
名
画
Ｅ
Ｃ
呂
冨
◎
堅
萄
さ
］
夢
。
と

．
Ｅ
易
圏
・
三
等
・
酉
・
食
《
謂
刷
寺
・
己
・
忌
呂
三
四
壱
・
涜
豊
昌
呂
国
ｇ
三
・
Ｎ
等
昌
当
㎡
冒
早
２
墓
昌
男
・
里
冨
』
ち
。
萄
昏
己
・
さ
室

Ｅ
つ
面
寸
呵
琴
・
マ
つ
ご
Ｎ
③
卜
崎
二
両
寸
嗣
つ
萄
冒
目
参
○
全

●
両
卜
③
一

争

皇
。
こ
く
釘
寸
ゴ
ー
③
つ
畝
卜
鐸
昌
つ
い
ト
甲
ｍ
Ｎ
卜
圃
．
（
里
巨
星
）
閉
邑
皇
こ
◎
四
冒
茎
一
毎
国
◎
昌
飼
圃
古
冒
己
つ
“
。
“
萄
冒
昌
・
二
○
生

Ｆ
竺
旦
鎧
寸
・
巳
忠
言
ご
ｇ
Ｐ
ｏ
重
〔
呈
瞬
《
君
。
』
呂
詞
ｚ
‐
ｇ
８
一
男
巳
（
一
豊
凶
二
宮
男
）
ｇ
８
一
男
づ
ｓ
ｚ
・
ろ
主

侯
望
菖
鑓
宝
冒
駅
貧
㎡
５
Ｐ
且
“
〔
呈
瞬
↑
冨
白
ｏ
ｓ
ｚ
‐
Ｓ
８
一
男
皇
（
一
当
創
二
目
ｇ
ｇ
８
一
男
《
＆
面
ｚ
・
さ
生

震
包
・
一
員
卜
・
・
言
』
ご
ｇ
皇
室
国
‐
ｏ
勝
ち
目
産
宮
易
呂
ｇ
言
産
ら
烏
ｚ
・
さ
生

○
署
言
男
“
里
５
と
．
琴
窒
・
窪
《
霊
寸
爲
《
＄
言
ぐ
８
，
－
号
曾
里
弓
５
Ｕ
ｄ
君
５
三
国
一
普
昌
烏
ｚ
＠
コ
宮
蛋
適
三
Ｕ

三
色
葛
夏
匡
《
冒
震
寺
《
琴
空
・
重
↑
壱

的
ご
寺
い
く
画
・
面
目
嚢
飼
生
国
空
く
一
○
宮
蓼
Ｓ
④
昌
昌
〔
暹
昌
茎
ｍ
屋
寺
卜
里
芦
四
宮
ｏ
冨
季
豊
冨
二
。
⑭
国
国
這
く
』
ｏ
Ｑ
ｇ
⑭
二
こ
。
二
二
昌
茎
、
一
葡
・
◎
巨
星
。
Ｃ
Ｑ
．
。
己
⑫
Ｑ
式
．
胃
『

昌
雪
寺
‐
雪
禽
◇
三
ｓ
・
宕
坊
里
・
雲
⑨
昼
巳
弓
里
ｇ
ｚ
一
国
呈
的
三
．
品
ｇ
Ｎ
ｏ
露
一
呂
里
君
シ
・
二
言
二
・
５
生
薗
蛋
雪

＠
ｍ
③
［
自
昌
塵
冒
つ
つ
両
面
づ
四
塁
言
飼
吻
。
つ
国
当
一
壱
富
。
国
《
（
意
宮
飼
。
君
シ
）
意
の
＠
つ
君
ン

（
二
種
柵
Ｐ
鳩
註
）
宅
君
一
○
国
○
霞
↑
‐
‐
‐
‐
‐
‐
當
亀
○
等
君
易

。
＝

二
Ｑ

里
全
日
○
一
○
。

Ｂ
■
日
Ⅱ
Ｕ
０
０
ｋ
日
Ｕ
Ｙ
０
Ｑ
ｏ
Ｕ
Ｑ
■
日
■
■
Ⅲ
■
０
０
４
０
０
■
１
６
且
９
０
Ⅱ
６
．
９
０
６
０
口
■
。
◆
巳
０
△
■
Ｆ
Ｄ
０
０
日
■
■
Ⅱ
■

星
空
Ｅ
ｏ
－
ｏ
Ｕ

ｂ
《
、
。
。
□
■
■
ｑ
‐
。
｜
▲
ｇ
ｏ
■
Ⅱ
Ｕ
二
Ｇ
Ｉ
●
も
り
■
Ｆ
１
且
■
■
■
０
１
日
り
．
■
■
Ｄ
０
０
０
Ｔ
Ｂ
Ｔ
ｐ
■
６
■
ロ
心

里
星
Ｕ

丑
０
１
口
■
。
■
０
９
０
マ
ｄ
８
Ｉ
０
Ｂ
Ⅱ
０
０
６
８
２
６
■
■
ｒ
＆
Ｂ
Ｙ
ｅ
■
９
。
■
画
■
■
■
、
日
日
且
■
●
ｆ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
今
日
■
▽
■
Ｕ
■
■
ｑ
ｑ
４
■
ｒ
０
０

里
三
。

里
昌
匡
○
一
○
Ｑ

里
皇
宮
○
一
．
Ｕ

Ｉ

里
皇
昌
○
一
○
。I

里
至
Ｅ
ｏ
－
ｏ
Ｑ

里
昌
崖
○
一
○
Ｕ

』
○
壱
画
。
。
四

』
○
つ
園
．

塁

』
○
つ
画
．

畠

』
○
つ
国
一
○
四

』
○
つ
園
．

量

』
○
壱
飼
二
○
四

』
○
つ
国
一
○
四

』
○
壱
画
二
○
四

』
○
つ
砲
．
○
四

』
。

つ
画
二

畠

■
《
■
ｉ
９
０
ｌ
Ｕ
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
区
■
■
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｕ
０
Ｕ
Ｄ
●
■
■
９
．
．
■
■
■
ｑ
■
■
■

皇
室
Ｑ

Ｉ
Ｉ
ｌ

０
，
日
Ⅱ
■
■
ｐ
凸
Ｄ
Ｄ
ｂ
Ｂ
８
■
ｐ
■
■
■
■
目
■
■
■
日
日
ワ
■
７
■
■
９
１
０
９
句
０
０
凸
■
８
７
▲
Ｔ
８
Ｓ
Ｆ
Ｙ
０
ｑ
Ｄ
ｑ
ｆ
ｐ
ｂ
■
■
■
８
６
℃
■
■
■
ｐ
Ｋ
Ｕ
■
■
日

』
○
つ
⑮
三
○
四

画
昌
言
⑨
響
く

●

星
島
一
○
四

の

＝

二
Ｑ

⑭
一

宮
Q

ご
匂
。
ミ
号
ミ
ミ
ミ
ミ
Ｑ
３
Ｑ

Ｄ

。
■
■
■
■
■
■
Ｉ
■
■
■
１
８
１
■
４
４
６
５
，
Ⅱ
Ｉ
０
Ｉ
Ｏ
Ｉ
８
Ｂ
ｌ
■
、
‐
ａ
■
凸
Ｕ
１
ｑ
ｃ
■
■
■
■
■
■
■
９
■
■
１
凸
■
■
■
９
●
■
■
■
■
■
■
０
０
■
Ｐ

１
１

ご
罰
。
ミ
号
昼
室
忌
ミ
ミ
ご
Ｑ

●

Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ

△
Ｈ
１
０
ｇ
ウ
０
１
５
１
■
Ｊ
０
３
ｇ
０
●
２
口
８
日
０

冨
○
ミ
号
昌
ミ
ミ
ミ
ミ
ざ
Ｑ

●

ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌご

句
。
ミ
号
ミ
ミ
ミ
ミ
Ｑ
ご
Ｑ

●

０
‐
６
０
Ⅱ
１
ｑ
Ｄ
０
６
Ｔ
ｆ
？
ｂ
８
８
１
０
９
０
０
回
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
９
０
ｌ
ｏ
ｏ
０
ｆ
０
Ⅱ
Ｉ
ｏ
Ｈ
１
ｒ
Ⅱ
８
１
９
。
■
且
０
６
８
日
■
■
Ｉ
‐
ｌ
Ｂ
０
Ｄ
■
ｂ
６
ｐ
９
０
Ｕ
６
Ｕ
１
ｊ
Ｕ
Ｈ
０
４
０
ｌ
０
０
０
０
ｆ
０

富
。
ミ
身
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
恩
。

Ｔ
ｇ
９
凸
ｑ
Ｆ
ｑ
■
。
０
１
９
０
９
や
■
▽
Ｉ
Ｄ
マ
◆
１
０
７
０
，
凸
■
■
ｂ
ｅ
９
０
『
●
、
。
；
●
■
ｑ
０
９
Ｌ
７
０
ｑ
Ｇ
▲
Ｕ
Ｇ
１
。
●
Ｂ
Ｕ
０
■
ｖ
ｇ
Ｑ
Ｔ
ｑ
■
■
Ｕ
■
■
▼
Ｂ
■
、
■
■
■
、
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
。
□
■
０
二
■
６
０
凸
■
■
凸
ｑ
●
▲
ｑ
Ｈ
９
ｄ
■
■
■
Ｕ
Ｂ
▽
。
△
■
Ｆ
０
，
●
け
り
■
■
。
■
弓
■
■

ご
罰
。
ミ
号
ミ
ミ
ミ
ミ
Ｑ
ご
Ｑ

Ｐ
６
ｂ
■
■
日
日
ｆ
‐
Ｐ
０
◆
ｂ
Ｆ
Ｄ
ｂ
Ｂ
－
９
０
０
司
り
０
０
二
日
□
■
ｐ
■
ｑ
６
０
０
９
Ｂ
ｏ
６
Ⅱ
ザ
寺
，
０
０
日
Ｄ
０
■
■
■
●
■
■
■
０
凸
ｑ
ｐ
９
ｄ
９
ｑ
皇
■
９
Ⅱ
Ｂ
Ⅱ
９
６
凸
寸
０
６
７
。
■
●
◆
も
、
号
、
■
■
■
Ｕ
ｇ
ｌ
ｅ
０
Ｕ
ａ
■
。
ｑ
心
０
０
９
６
日
■
も
り
。

ご
匂
。
ミ
号
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ご
Ｑ

５
●
Ⅱ
Ｔ
ザ
■
凸
■
画
。
■
■
■
■
■
■
ロ
ー
■
Ｉ
■
■
■
■
■
●
●
■
■
。
■
９
１
△
■
■
１
．
０
り
▲
■
。
。
、
“
９
１
Ｑ
■
■
■
■
０
■
■
■
！
■
、
召
日
日
上
■
■
■
皇
■
■
。
■
■
且
■
■
Ⅱ
■
■
９
８
■
９
Ⅱ
１
Ｂ
Ｉ
６
１
ｕ
Ｄ
Ｉ
■
■
Ｉ
白
■
■
■
■
０
■
マ
■
■
■
■
■
■
■
■
。
０
凸
■
１
■
巳
■
８
■
官
甲
６
１
■

ｓ
匂
。
ミ
号
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
３
。

▽
０
６
８
９
８
Ｕ
Ｉ
Ｂ
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
Ｂ
０
４
ｌ
ｂ
■
１
０
０
口
■
■
■
■
■
■
■
。
□
Ｆ
■
■
■
■
二
■
■
Ｕ
■
■
Ｏ
ａ
Ｈ
０
Ｈ
Ｕ
ｇ
８
Ｇ
Ｐ
〃
リ
ム
■
■
８
▽
ｆ
■
■
■
■
■
■
７
０
■
■
■
■
■
■
巳
■
■
■
■
■
Ｕ
、
▲
■
９
■
Ｊ
Ｕ
Ｑ
Ｚ
９
■
Ｏ
Ａ
Ｕ
９
ｒ
０
１
■
■
？
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
可
■
０
■
■

ご
吻
○
ミ
島
国
ミ
ョ
ミ
心
騨
廻
Ｑ

ご
匂
。
ミ
号
ミ
ミ
ミ
ミ
Ｒ
ご
Ｑ

●

ご
駒
。
ミ
号
ミ
ミ
ミ
重
Ｑ
３
Ｑ

Ｃ

ご
旬
。
ミ
号
ミ
ミ
ミ
鐘
呉
訂
Ｑ

●

ご
匂
。
ミ
号
冨
ミ
ご
薑
具
葡
Ｑ

の

ご
匂
○
ミ
号
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ざ
Ｑ

●

Iご
頃
。
ミ
号
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ざ
Ｑ

ご
匂
○
ミ
号
星
ミ
ミ
ミ
署
３
。

●

’
ご
園
。
ミ
号
ミ
ミ
ご
ミ
心
幹
、
。

●’
ご
句
。
ミ
号
ミ
ミ
ご
ミ
ミ
ご
Ｑ

●

冨
○
ミ
号
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ご
Ｑ

■

ミ
ョ
ニ
。
里
署
弓
菖
ミ
ミ
電
画
一
塔
の
○

●

Ⅱ
■
け
■
■
ｂ
■
■
■
■
■
■
▽
ｌ
ｐ
６
Ｄ
▲
■
■
０
－
■
■
■
■
■
■
■
９
■
■
●
４
‐
０
９
．
■
日
日
Ⅱ
８
０
ｑ
６
Ｇ
ｌ
Ｕ
■
６
０
９
。
■
■
０
■
■
、
■
Ｄ
０
６
Ｂ
Ｕ
Ｉ
■
や
。
●
■
■
■
Ｕ
９
０
Ｇ
Ｉ
■
１
５
４
６
１
０
９
■
日
９
■
Ⅱ
Ⅱ
８
８
０
▲
■
■
‐
■
■
１
０
■
■
＆
■
■
■
０
凸
■
日
日
■
Ｕ
■
■
凸
■
Ⅱ
Ⅱ
日
■
■

’

０
・
ｂ
９
ａ
８
ｕ
０
■
凸
■
■
Ｕ
６
ｆ
？
ａ
ｐ
■
Ｉ
Ｈ
Ｄ
ｏ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
Ｄ
１
■
■
９
凸
■
Ｉ
０
ｌ
８
８
０
ｑ
０
８
■
■
Ⅱ
７
ｌ
Ｉ
０
ｂ
Ｉ
ｇ
■
０
■
■
■
■
０
凸
Ｏ
ｂ
Ｕ
Ｒ
■
■
Ｕ
■
■
■
■
９
０
■
■
５
．
０
日
日
■
■
■
■
■
Ｈ
１
ｄ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
０
。

ミ
鷺
畠
園
。
』
具
弓
壁
ご
琶
冨
①
。

Ｐ
凸
■
Ⅱ
日
日
■
Ⅱ
Ｕ
Ｏ
込
口
■
Ｉ
０
ｌ
０
０
０
ｌ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
６
６
Ｄ
■
Ｂ
０
Ｂ
Ｉ
■
Ｕ
Ｏ
ｇ
“
Ⅱ
Ｕ
ｄ
Ｄ
ｇ
０
・
■
９
■
Ｉ
９
１
９
８
０
Ｈ
０
０
０
９
▼
ｌ
０
Ｉ
ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
ｑ
■
■
０
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
鼎
０
■
■
Ⅲ
■
１
①
Ｏ
４
ｒ
Ｈ
Ｉ
・
■
■
１
０
■
Ｉ
０
０
ａ
９
■
１
１
０
血
■
■
■
日
Ⅱ
■
ｒ
廿
６
０
９
■
Ｆ
ｕ
Ｉ
Ⅱ
０
０
，

▼
、
■
■
二
■
Ｅ
■
。
。
！
■
■
万
ｑ
ｑ
０
０
９
。
ｉ
９
▽
’
８
０
Ｆ
■
■
■
０
■
ザ
リ
、
０
。
■
ｑ
Ｔ
Ｕ
■
日
日
Ⅱ
Ｕ
０
Ｄ
Ｕ
ｇ
ｕ
■
■
ｇ
０
■
ｇ
９
ｑ
Ｄ
０
■
９
０
４
４
■
■
Ｔ
ｂ
■
〃
凸
■
Ｂ
■
■
、
■
■
■
■
Ｕ
Ｂ
Ｄ
６
ｑ
ｌ
ｂ
Ｄ
。
▲
■
■
日
■
■
■
Ｕ
Ｄ
Ｑ
Ｉ
ｑ
８
ｄ
ｄ
０
り
Ｇ
ｅ
０
１
Ⅱ
早
■
９
日

ご
句
。
ミ
号
ミ
ミ
ご
薑
＆
守
四
Ｑ

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

’

ご
匂
。
ミ
号
ミ
ミ
ミ
胃
呉
ご
Ｑ

●

ミ
ミ
◎
悪
営
匂
関
ミ
ミ
§
、
。

●

ミ
ミ
ｏ
悪
琶
愚
吻
ミ
ミ
§
怠
○

●

ミ
ミ
◎
悪
言
３
国
ミ
ミ
ミ
①
○

●



一
一

（
荊
蕊
）
、
Ｉ
陥
骨
雛
ｅ
尋
淫
捧
余
喜
邑
崖
ヨ
バ
胎
入
ト
岬
迄
穐
且
畷
骨
雛
ｅ
国
辱
響
－
．
ｌ
ｘ
川
．
Ｎ
縄

－57－

争
匡
○
』
⑲
コ
ゥ
○
皇
』
。
⑭
壱
覇
二
一
』
○
宮

Ｅ
◎
◎
一
寸
・
函
⑭
。
三
参
○
』
生
飼
国
璽
勿
国
』
‐
○
邑
画
ｚ
冒
冨
甸
二
。
宮
三
○
産
屋
。
⑫
蓼
石
口
冨
昌
の
宮
弓
』
団
⑫
宮
毎
国
。
里
一
回
ユ
回
生
Ｓ
つ
飼
○
』
〕
◎
言
ち
二
一
函
⑭
二
凶
二

宮
。
（
３
冨
竜
室
）
乱
飼
愚
ご
言
国
冒
．
Ｃ
ｇ
ｏ
Ｅ
曽
蛋
－
３
言
』
ｏ
Ｑ
ｇ
ｏ
』
』
。
Ｕ
蓋
言
豐
○
国
の
三
宮
。
。
》
周
国
の
塁
９
面
ｚ
・
妾
◎
生

、
函
③
一
自
画
『
一
両
《
旨
つ
い
＠
ご
ｇ
コ
ニ
旦
望
』
二
Ｕ
一
．
湯
⑫
琴
《
關
飼
生
吻
一
』
里
』
。
』
台
巨
星
里
二
三
○
の

＠
卜
。
一
回
⑫
巴
、
国
づ
つ
＠
ｍ
⑪
函
堅
甸
曇
呵
屋
員
屋
詞
当
云
里
意
シ
三
重
③
Ｑ
更
三

函
卜
③
一
．
＠
Ｑ
画
ご
ｏ
望
⑫
ｚ
二
二
ｚ
筥
○
筐
湯
。
“
ぬ
二
○
。

桑
昌
◎
卜
両
守
曇
お
ぺ
ぺ
び
つ
ぎ
《
晒
剣
ト
Ｃ
回
。
巨
星
望
呵
ロ
国
乙
⑭
．
○
・
筈
顛
』
君
巨
昌
竜
ｚ
屋
曽
雨
。
爵
二
頭
《
参
○
生
国
③
コ
ニ
旨
Ｕ
《
二
爵
Ｑ
屋
く

●
四
つ
宮
画
の
』
○
画
【
里
○
望
一
．
切
苗
ぢ
○
ユ
つ
二
面
ロ
富
里
函
吻
伺
』
四
弐
皇
君
二
』
⑫
皇
』
」
。
Ｅ
○
三
．
画

《
Ｅ
つ
つ
函
寸
《
お
函
い
び
つ
夢
套
ト
ー
ド
Ｃ
詫
園
二
三
四
三
つ
⑭
彦
弓
昼
昌
〔
星
昌
二
里
⑨
皿
飼
星
冒
ロ
ｏ
ろ
。
“
二
。
飼
生
。
重
《
筈
両
生
君
巨
旦
君
ｚ
屋
面
旨
。
胃
．
露
《
・
二
○
』
生
為
園
．
。
診
『
景
園
。
宮
く

寺
。
雪
白
砂
』
郵
副
《
Ｅ
つ
ト
雨
守
㎡
愚
。
．
生
飼
口
唇
。
己
画
雷
薗
昌
。
９
つ
画
日
屋
。
喜
屋
昌
易
の
三
つ
巨
飼
画
謁
２
○
屋
⑫
⑭
彦
電
国

両
四
三
自
皇
③
ベ
ジ
ニ
函
苛
哺
卜
坊
卜
呵
二
さ
宮
コ
ニ
《
Ｅ
つ
国
つ
寸
鐡
昌
旨
Ｐ
石
宮
画
甸
【
ｇ
ｏ
画
一
屋
⑭
⑭
参
茜
色
⑲
宮
童
己
宕
Ｑ
ｇ
愚
、
ｚ
ご
冒
三
・
己
⑨
Ｑ

家
ご
函
で
巨
星
⑭
三
面
信
冒
⑲
二
言
○
の
釘
⑭
君
二
二
二
三
◎
の
琴
⑪
Ｚ

（
空
）
・
ろ
宮
の
壱
○
岩
昌
呂
○
浬
⑪
言
三
つ
巨
星
壱
○
○
参
石
匡
園
で
富
里
男
雪
函
望
。
○
筋
三
《
三
⑨
彊
。
星
⑭
宮
己
雷
宮
扇
三
日
。
《
函
③
宙
二
二
二
三
◎
の
言
ろ
Ｚ

へ

卜

己

砲
四
⑲
二
言
①
愚
⑭
重
言
霞
む
倉
“
の
一
堂
三
二
シ
ご
岩
三
島
ｏ
望
垈
飼
○
の
一
息
屋
甸
Ｑ
ご
君
昌
易
○
浬
望
ｏ
２
Ｑ
ご
ぢ
ぬ
萄
乞
自
里
当
亜
吾
巨
星
⑭
五
回
僧
昌
⑫
二
三
○
ｍ
《
３
君
二
室
二
三
○
の
藍
乙
Ｚ

Ｓ
巴
馬
函
壹
二
皇
。
Ｕ
つ
巨
面
患
思
二
二
○
Ｕ
・
星
邑
旦
ン
国
・
Ｚ
三
つ
⑭
昌
豈
。
。
《
曾
昌
ご
ｏ
彦
箇
冨
昌
妾

〆
Ｕ
宮
、

巳
画
夕
」
■
一
、
■
□
』
一
℃
マ
ー
ー
‐
，
‐
ｌ
ｂ
・
’
１
－
１
．
０
，
’
－
，
１
・
Ｐ

ｂ

合
己
宮
昌
篭
ヨ
ー
の
⑫
邑
己
憲
昌
李
星
勇
旦
シ

含
巴
・
這
つ
つ
つ
寸
②
つ
つ
両
一
○
口
昌
冨
ン
里
⑫
自
画
竜
蒟
ぢ
室
の
弓
⑪
宮
己
竜
昌
匡
ｏ
Ｅ
ｇ
ｏ
Ｑ
ご
言
屯
昌
の
甸
信

含
己
の
三
重
宮
．
。
巨
富
ｏ
竜
二
ｇ
圏
。
。
○
ご
旨
国
営
四
回
』

●

●

Ｓ
ｇ
国
富
呵
昌
函
画
』

含
巴
己
屋
．
○
団
邑
⑲
己
○
つ
屋
飼
己
富
里
閉
曽
亜
這
○
吾
の
自
己
君
ｇ
⑫
二
両
言
。
Ｅ
筥
○
昌
昌
ｏ
Ｕ
当
冨
色
君
宮
昌
竜
ｚ
茎
Ｃ
ｏ
ｏ
言
．
○
二

（
寸
己
自
画
自
画
二
○
コ
色

君
飼
』
○
ぢ
⑭
エ
《
品
ｇ
ｏ
当
呉
呂
《
言
閏
身
一
塁
Ｑ
蓋
冒
頭
言
冒
重
呂
あ
《
５
ン
富
里
５
幽
豊
三
○
函
８
国
思
い
・
言
星
の
蒄
壱
宮
三
豊
三
富
ｇ
罰
曾
昌
雪
ｇ
ｏ
室

●

（
雪
）
・
輯
つ
つ
つ
、
９
号
員
⑫
勝
く
・
号
馬
彦
星
三
○
の
ｏ
竜
差
画
二
二
乞
彦
○
日
昌
○
鐘
台
富
里
呂
冨
画
室
⑭
易
諭
己
屋
里
望
二
言
◎
の
つ
屋
画
昌
８
Ｚ

（
ご
）
↑
昌
震
三
《
＆
里
○
重
５
Ｕ
《
品
目
“
目
室
三
○

。
岬
二
〕
当
嶋
伽
蛎
絢
種
拭
呉
当
曠
Ｕ
扇
蝋
・
並
叶
類
ｅ
岬
遜
ｅ
言
百
ｓ

一
ト
ュ
・
ｓ
ｏ
匡
・
這
つ
つ
函

ご
』
易
＆
愚
身
芯
易
３
二
言
ｇ
↑
ｇ
君
星
一
署
・
一
室
宕
困
号
一
の
ご
ｇ
ｓ
豊
一
ｇ
ｇ
Ｅ
Ｅ
８
蚕
⑪
シ
・
註
雷
ｇ
ｏ
里
星
園
四
苛
呂
里
出
８
－
号
里
望
《
ｏ
設
呈
一
号
曾
芯
宮

薗
冨
二
二
四
コ
＠
つ
の
曾
○
で
⑭
己
曾
君
函
○
筐
。
。
ご
詞
コ
ニ
の
。
．
○
己
己
づ
函
⑭
．
」
ち
つ
国
』
理
Ｐ
・
二
．
』
生

面
忌
コ
ニ
の
ロ
⑭
匂
忠
』
○
つ
⑭
石
留
意
の
２
５
。
ご
窟
コ
ニ
の
ヨ
・
○
己
つ
づ
即
＠
コ
鴎
ち
つ
国
芯
一
信
参
２
八
一

つ
寸
至
皀
男
四
国
づ
昌
言
の
響
く
○
四
甸
当
ｄ
ａ
で
薗
昌
Ｑ
ｇ
邑
飼
の
夢
ｏ
生

震
望
皀
男
霊
・
彦
湧
・
窪
・
雪
国
潟
・
昌
弓
畠
‐
ｇ
圏
《
ｇ
君
国
星
豐
ｇ
雷
。
《
８
三
８
Ｕ
呂
曾
』
里
の
《
爵
三
三
．
己
宮
愚
弓
ｇ
ｚ

認
三
◆
８
Ｑ
二
・
旨
舅
君
・
三
等
・
乞
・
零
両
三
・
冒
筥
三
一
壱
爵
里
冒
昌
コ
ニ
后
曾
三
豊
閉
菖
岩
囚
巨
言
・
雲
・
圏
豐
コ
シ
言
の
・
ろ
昌
劇
蛋
昌
ｄ
己
Ｑ

』
○
つ
昌
一
○
四

つ
巨
星
回
＠
Ｎ
蓼
③
ｚ

匂
匡
飼
君
⑲
凶
彦
⑭
ｚ

ロ
巨
星
団
④
国
宝
⑭
Ｚ

．
』
心
澪
』

二
』
一
廻
へ
罠

．
』
⑭
』

■
■
■
■
・
■
■
■
■
甲
６
■
■
■
■
■
０
凸
■
ｑ
■
■
９
９
２
■
■
９
，
１
，
４
口
０
６
０
８
ム
マ
・
●
ｇ
』
■
Ｕ
も
■
■
Ｑ
６
Ｉ
Ｕ
■
■
目
？
▲
■
Ｂ
ｐ
ｐ
Ｆ
Ｏ
ｂ
ｒ
■
■
■
■
０
■
■
ｑ
寺

。
』
。
」

国
』
冒
涜
．
く

●
国
』
曾
窃
．
く

●
里
』
国
窃
．
く

里
』
曾
湯
つ
く

⑮
ご
ロ

●

星
普
く

③
室
甸

◆

畠
普
く

星
扇
ご
豐
至

里
曽
ご
望
一
く

侭
罠
甸

の

』
窃
二
く

己
巨
星
回
⑫
Ｎ
蓼
⑫
Ｚ

己
巨
画
意
⑫
圃
彦
の
Ｚ

己
巨
星
国
⑭
Ｎ
宝
⑭
Ｚ

匂
巨
星
面
⑭
国
彦
⑭
Ｚ

呵
宮
二
宮
⑭

●

響
く

Ｇ
８
〃
ｇ
８
２
日
■
日
日
■
Ｔ
６
Ｂ
ｇ
Ｌ
■
９
，
，
正
■
ロ
■
Ｕ
ｒ
■
■
ｐ
■
■
■
■
■
■
日
日
■
■
■
■
■
■
０
■
■
■
９
ｏ
ｒ
、
■
。
》
■
■
■
■
ｑ
■
ｌ
■
■
０
口
８
日
５
９

回
三
三
の
響
く

珂
昌
言
⑫
響
く

㈲
昌
言
⑭
響
く

●

国
富
三
あ
響
く

●

星
倉
一
○
国

雰
鯉
種
拭

０
■
Ⅱ
■
Ⅱ
Ｕ
■
９
４
０
口
Ⅱ
日
日
Ⅱ
Ｔ
１
Ｊ
１
０
ｌ
ｌ
ｒ
８
０
■
■
Ｉ
ｐ
９
Ｉ
■
且
■
■
０
■
日
Ⅱ
０
１
０
？
ａ
９
０
Ｕ
Ｉ
ｌ
Ｉ
９
ａ
Ｆ
６
９
Ａ
Ⅱ
Ⅱ
１
９
日
？
■
０
０
０
１
Ｉ
１
ｇ
ｄ
ｄ
９
１
Ⅱ
Ｕ
Ｉ
ｄ
６
６
６
Ｕ
６
ｐ
Ｂ
０
■
ｐ
ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
日
日
Ⅱ
０
■
■
Ⅱ
日
日
９
８
８
Ⅱ
ｏ
Ｈ
Ｉ
６
ｇ
Ｂ
Ⅱ
Ｈ
ａ
Ｈ
Ｕ
９
８
Ｕ
Ｄ

１
１

I

８
口
８
８
０
５
１
０
０
０
０
０
０
Ａ
５
分
９
０
合
０
Ｉ
Ｂ
Ｔ
台
１
１
■
Ｕ
Ｃ
Ｉ
０
０
０
日
９
６
１
８
Ｑ
Ｉ
ｆ
ｌ
Ｕ
０
０
◆
Ｏ
ｉ
８
８
■
６
日
０
０
日
Ｉ
９
ｏ
・
’
６
８
０
１
０
Ｆ
Ⅱ
６
ｌ
ｂ
色
■
７
■
日
日
■
り
り
巳
８
■
ｌ
Ｕ
６
０
■
４

ミ
ミ
。
逼
琶
愚
匂
ミ
ミ
罵
愚
○

●

■
■
■
■
■
ロ
日
甲
Ｉ
０
９
ｑ
ｄ
Ｉ
Ｕ
０
Ｊ
Ｂ
Ｉ
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
ｐ
凸
■
■
■
』
■
■
も
。
■
■
■
■
■
■
■
ユ
リ
。
０
巳
Ｏ
Ｂ
■
■
Ｕ
■
■
▽
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
ｑ
◆
。
。
。

ミ
ミ
。
悪
言
愚
冒
ミ
ミ
ミ
麺
○

●

’

０
凸
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
０
１
９
０
１
８
６
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
９
０
■
Ⅱ
１
０
Ⅱ
０
０
日
１
１

ミ
ミ
。
悪
言
愚
冒
ミ
ミ
ミ
、
。

■
Ｉ
■
８
８
■
１
号
１
９
０
日
日
日
日
日
Ⅱ
０
１
１
１
４
１
１
０
０
１
Ⅱ
１
口
８
０
．
０
１
１
８
■
■
０
０
１
Ⅱ
■
８
９
６
０
１
０
＃
０
０
１
’
０
４
１
８
６
ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
０
１
７
Ｄ
Ｉ
■
Ｕ
ｌ
０
Ｉ
ｊ
１
Ｉ
ｌ
１
０
６
Ｉ
Ⅱ
日
Ⅱ
日
日
Ｏ
６
Ｉ
０
Ｉ
８
８
Ⅱ
Ｕ
０
Ｈ
０
ｆ
１
０
０
Ｕ

ミ
ミ
。
渇
葺
３
句
ミ
ミ
ミ
、
○

Ｋ
■
■
■
■
Ｈ
１
Ⅱ
０
Ⅱ
■
日
日
■
凸
Ｉ
日
日
■
Ｈ
０
ｊ
８
１
ｌ
１
ｌ
１
９
Ｉ
ｒ
０
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｐ
９
■
日
Ⅱ
０
６
９
６
日
日
日
■
８
９
８
１
１
８
日
■
■
■
Ｉ
１
ｌ
０
０
Ｂ
ｒ
Ｈ
Ｉ
０
１
１
●
１
日
日
日
日
日
Ｏ
０
Ｂ
６
ｌ
０
ｄ
Ｉ
０
１
ｆ
０
１
０
６
日
日
日
日
日
日
８
０
■
０
０
０
１
０
７
０
．
０
，

ミ
ミ
。
渇
言
愚
匂
ミ
ミ
胃
５
０

。
Ⅱ
９
口
■
ｐ
■
■
ｂ
■
■
。
。
■
■
凸
■
■
巳
■
■
寺
寸
凸
■
０
０
■
日
■
日
●
。
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
凸
■
■
■
■
Ｕ
０
Ｂ
ｐ
ｄ
■
。
■
ｐ
■
■
ｇ
■
■
■
一
日
■
■
Ｇ
●
４
●
■
■
■
。
●
ｇ
Ｉ
Ｕ
Ｇ
－
』
■
Ｆ
Ｄ
■
ｆ
Ｕ
。
ａ
■
■
”
巳
ロ
■
■
丑
■
■
■
ｒ
Ｑ
ｐ
９
■
■
■
《
■
■
ｑ
■
■
５
．
０
９
■
Ｕ
ｇ
４
８
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ

ミ
ミ
○
電
壼
冨
菖
ミ
ミ
ミ
、
○

●

■
■
■
■
■
■
■
日
日
■
■
■
■
Ｈ
Ｐ
▲
１
日
■
１
日
Ｈ
Ｂ
Ｏ
＆
■
Ｈ
Ｂ
Ｏ
■
■
一
■
■
■
且
■
８
０
回
り
。
。
‐
０
．
－
■
■
■
■
凸
■
Ｕ
ｄ
Ｔ
０
１
●
■
０
〃
■
■
、
６
１
０
．
■
■
■
・
Ｉ
■
■
■
■
０
■
Ⅱ
■
■
■
９
８
１
■
■
■
９
０
０
０
口
■
■
Ｕ
■
７
口
Ｆ
６
Ｕ
ｌ
Ｉ
日
日
９
０
０
８
口
■
日
■
１
日
６
１
日
■
■
■
Ｉ
Ｄ

ミ
ミ
。
悪
宮
司
目
ミ
ー
ミ
§
○

●

百
日
■
■
■
日
Ｂ
■
■
■
■
６
０
日
■
■
且
Ｈ
ｇ
●
Ｏ
Ｌ
８
９
９
０
Ｉ
Ｏ
ｂ
Ｋ
画
■
■
■
■
■
？
■
日
・
■
■
■
Ⅱ
■
■
Ｕ
日
日
■
■
９
７
ｄ
Ｉ
Ｂ
ｑ
０
■
７
９
０
０
◆
１
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
口
９
Ⅱ
９
０
．
４

ミ
ミ
。
悪
言
愚
曽
ミ
ミ
ご
竜
○

●

ミ
ミ
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悪
君
愚
冒
ミ
ミ
ロ
、
ｏ

０
Ｕ
８
ｇ
日
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■
９
０
９
画
■
■
Ｂ
ｄ
Ｕ
■
■
９
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■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
７
１
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Ⅱ
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■
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Ｕ
■
■
Ｕ
ｒ
Ｕ
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日
日
■
■
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■
■
■
Ｏ
Ｂ
Ⅱ
９
▲
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０
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ｆ
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０
皿
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■
■
■
■
０
二
■
■
■
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■
■
■
■
Ⅱ
８
■
日
■
甲
Ⅱ
ｑ
９
ｑ
心
。
言
畢
《
●
■
ｒ
ｐ
０
１
■
■
■
■
■
Ｄ
■
■
■
■
且
■
Ｕ
■
■
■
■
■
凸

ミ
ミ
。
電
壹
３
句
ミ
ミ
ミ
、
○

ｒ
０
ｄ
Ⅱ
■
１
０
０
■
Ｏ
ｆ
ｂ
Ｇ
Ｆ
０
１
Ｉ
■
Ｂ
０
０
０
Ｄ
ｌ
■
Ⅱ
０
■
可
８
１
１
０
ｌ
ｂ
９
４
，
◆
△
も
◆
■
０
。
Ｕ
凸
Ｕ
■
０
０
．
１
０
０
０
５
０
口
Ⅲ
１
１
１
日
Ｉ
Ｉ
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■
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ｔ
ｏ
Ｂ
Ｕ
■
巳
０
■
０
■
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８
６
■
０
１
Ⅱ
Ⅱ
■
Ｑ
１
ｊ
４
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９
９
６
日
●
８
８
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０
■
Ⅱ
８
０
■
０
．
１
９

ミ
ミ
。
電
言
愚
曽
§
『
§
、
○

●

ミ
ミ
。
悪
言
愚
匂
ミ
ミ
ミ
、
○

●

ミ
ミ
ｏ
渇
薑
愚
匂
ミ
ミ
§
、
○

●

ミ
ミ
。
善
冒
勇
ミ
ミ
ミ
愚
。

●

ミ
ミ
。
罵
言
３
国
ミ
ミ
ミ
、
。

●

ミ
ミ
◎
電
言
３
国
ミ
ミ
ミ
⑳
。

●

ミ
ミ
。
悪
言
園
閏
ミ
ミ
言
§
Ｃ

●

ミ
ミ
◎
罵
言
３
句
ミ
ミ
ミ
、
ｂ

ミ
ミ
◎
逼
薑
愚
園
ミ
ミ
§
ｓ
ｏ

●

ミ
ミ
◎
悪
言
３
句
ミ
ミ
ミ
５
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！
■
■
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区
■
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■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
凸
■
●
６
■
■
。
’
■
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凸
ｌ
■
Ⅱ
０
８
■
０
Ⅱ
９
ｈ
０
０
６
ｂ
Ｂ
■
日
生
■
■
■
昼
■
■
■
』
■
■
Ｕ
＆
■
■
●
６
■
■
■
国
■
■
日
日
■
凸
ｑ
Ⅱ
８
勺
・
Ｕ
８
０
６
Ｕ
■
Ｆ
０
■
Ⅱ
？
■
■
《
■
６
Ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
廿
已
Ｕ
Ｉ
６
■
■
■
可
■
０
８

ミ
ミ
ｏ
逼
言
３
国
ミ
ミ
弓
、
○

１
１

己
。
ミ
ミ
司
函
冒
量
弓
、
ミ
ミ
一
○

Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

弓
。
ミ
ミ
、
函
ご
ミ
ご
急
堂
重
電
。

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ

ご
昌
壁
ミ
琶
恥
ご
ミ
ミ
包
壁
ミ
『
④

５
■
由
り
■
■
■
９
■
■
９
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
Ｈ
９
９
Ｑ
■
■
Ｕ
ｑ
９
■
，
凸
叩
日
Ⅱ
０
９
６
甲
９
８
■
Ｂ
■
■
■
且
Ｄ
Ｂ
■
Ｂ
■
■
■
■
９
■
Ｒ
■
■
Ｕ
■
■
■
８
■
■
屋
■
■
■
■
▽
６
■
■
。
８
８
■
ｑ
ｆ
９
１
Ｂ
Ｆ
ｐ
●
■
Ｕ
８
ｇ
ｐ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｆ
■
■
■
凸

且
ｑ
２
Ｕ
■
■
■
■
９
■
９
０
口
Ｄ
８
Ｕ
Ｕ
ａ
■
Ｄ
Ⅱ
■
■
卍
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
。
■
Ｕ
９
名

ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
！

ｓ
ｏ
ミ
ミ
ー
葛
ご
ミ
ご
旬
重
重
ご
ｂ

己
。
ミ
ミ
ー
葛
ご
ミ
ミ
①
ミ
ミ
雪
○

ご
Ｑ
ミ
ミ
ー
葛
ご
ミ
ミ
⑳
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雪
○
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画
面
③
『
二
ｏ
ｚ
＠
【
三
三
つ
ぶ
＠
㎡
＠
ず
寺
｛

．
Ｅ
皇
寺
印
つ
つ
冨
・
○
・
二
二
。
⑫
冠
生
Ｅ
Ｃ
追
昌
芯
湯
屋
菱
ら
で
。
。
。
二
・
＠
万
』
ｇ
“
⑫
皇
即
自
ｏ
看
《
里
園
生
つ
匡
飼
Ｃ
Ｏ
一
三
。
⑫
一
⑲
生
屋
、
⑫
彦
石
色
一
意
』
一
四
屋
○
一
く
る
云
国
逼
飼
牌
圃
自
国
隆
一
・
園
園
生
飼
昌

畠
望
・
ろ
ｚ
函
・
昌
乞
蕊
三
ｓ
・
宅
・
ま
。
雲
⑪
昼
冒
弓
里
ｇ
ｚ
冨
戸
星
言
・
品
目
Ｎ
ｇ
“
一
名
⑫
言
ン
・
二
言
三
・
８
生
薗
蛋
星
・
○
己
。

＠
卜
③
一
夢
◎
Ｚ

ｍ
・
冨
雪
言
邑
宕
琴
の
〔
呈
卜
．
唖
、
乞
昌
．
Ｕ
画
Ｅ
Ｃ
と
Ｅ
壱
・
匡
・
ｇ
《
の
品
目
シ
』
○
ｚ
宮
飼
彦
ｇ
・
重
星
５
昌
呵
言
．
意
』
豊
⑭
』
』
ｇ
》
○
三
』
コ
ニ
・
妾
。
生
薗
蛋
星
・
○
己
色

ト
劇
竺
両
壷
昌
つ
つ
画
面
⑤
。
筥
疋
《
＄
富
里
宙
Ｕ
圏
．
函
ぐ
ご
里
一
三
Ｑ
⑫
ロ
函
○
屋
呵
困
⑪
三
コ
ｚ
喜
○
室

巨
詞
③
一
・
一
意
ご
宮
も
君
ン
夢
日
生

届
ず
空
言
異
国
《
Ｅ
つ
つ
里
・
呂
皇
の
冒
皇
三
．
望
ｏ
Ｅ
ｏ
の
○
ご
ロ
旦
○
ン
⑪
コ
ニ
冒
す
二
面
．

＠
卜
③
一
回
⑫
塁
っ
ぺ
・
忠
君
話
ｚ
ｏ
童
⑭
二
生
昌
３
巨
星
冠
皿
飼
三
参
．
生

つ
③
望
且
心
鴎
冨
貞
ご
つ
つ
｛
ご
Ｑ
富
里
皀
屋
く
屋
飼
旦
○
琴
⑫
三
宮
○
二
○
勧
豊
×

食
望
・
萄
乏
四
章
宝
、
震
坊
三
・
蹟
薑
つ
雪
。
（
』
ｇ
皇
室
２
芯
Ｏ
Ｓ
宮
２
９
胃
５
塁
面
三
塁
琴
昌
茎
巴
弓
遷
三
呂
身
呈
這
星
Ｕ
苗
豊
里
君
智
室

寸
函
③
『
烏
三
面
【
・
巳
つ
つ
四
面
・
爵
固
竜
Ｑ
巨
画
旦
○
シ
・
冠
石
室
の
宮
○
ち
団
会
這
の
四
・
ｓ
爵
畠
＠
つ
ご
昌
冨
ｚ
⑭
つ
・
ｏ
ａ
Ｑ

（
Ｚ
等
ご
《
妻
蹟
。
Ｆ
）
巳
雷
寺
‐
雪
魚
・
言
・
＄
烏
己
宮
豊
祠
湯
ｇ
扇
豐
皇
宮
室
の

づ
冒
国
塁
‐
里
至
豊
遥
昌
３
愚
豊
里
一
言
易
冒
冥
琴
呂
恩
冒
《
ｏ
Ｅ
固
蛋
・
呂
曽
呂
竜
室
と
ｇ
言
い
宮
２
⑲
這
弓
寓
寸
室
呈
・
困
三
Ｑ
ｇ
旦
○
ン
ち
忌
爵
昌
一
乞
馬
Ｕ

（
の
つ
国
。
つ
幸
二
彦
卜
つ
・
西
Ｆ
）

巳
つ
つ
函
の
三
面
《
３
二
塁
一
意
Ｅ
の
豐
○
芯
巨
．
宮
三
一
彦
○
冒
国
画
旦
閉
国
函
つ
宮
面
思
宮
の
己
呵
○
閨
・
里
。
星
壱
二
国
生
‐
ｇ
冒
○
乙
呵
日
巨
○
国
。
国
君
昼
回
生
⑲
ロ
画
屋
二
四
画
己
。
ン
。
全
面
Ｅ
茎
三

旨
つ
つ
卜
両
《
の
星
国
屋
。
○
三
一
冨
屋
㈲
函
屋
画
冨
さ
二
・
○
烏
。
。
く
云
国

つ
つ
。
Ｎ
ご
画
『
圃
冒
・
宮
』
○
つ
＠
ｍ
９
つ
寸
晒
の
（
二
三
画
つ
ご
苛
函
卜
つ

的
③
副
つ
Ｃ
両
ｅ
・
冒
茎
咽
二
ｍ
ｏ
』
ご
星
雲
巨
石
屋
画
圏
巨
富
⑫
言
画
巳
の
爵
堅
忌
画
面
白
の
つ
あ
創
嚇
画
巨
茎
毎
官
曾
』
里
言
①
呵
国
里
凸
竜
芯
屋
の
①
）
宮
○
昌
冨
‐
○
の
。
星
甸
二
○
壱
両
○
幽
誤
“
．
固
く

＠
③
①
一

夢
ｏ
ｚ
卜
画
・
巳
つ
つ
卜
両
．
（
彦
雲
函
卜
つ
切
函
Ｑ
ご
）
雪
国
望
旨
の
己
里
○
旨
⑫
ｚ
話
二
つ
⑫
竜
星
Ｅ
弓
○
冒
冒
飼
凸
・
胃
三
コ
ご
○
函
⑪
つ
呵
宮
．
亜
飼
自
・
＄
竜
宮
飼
皿
屋
“
国
憲
屋
○
で
園
ｚ
の
．
弓
豊
』

ま
望
・
さ
ｚ
ず
ぶ
・
三
里
・
震
函
忠
づ
雪
昌
寓
帛
・
胃
烏
卑
巳
霞
圏
里
曾
燈
Ｕ
・
冒
易
言
至
ｇ
罰
○
一
ｇ
囚
里
芯
困
“
ご
皀
言
Ｕ
８
言
○
ら
号
Ｚ

西
③
蜜
・
ぢ
○
国
登
彦
ｍ
Ｎ
函
卜
的
、
。
一
つ
・
巳
つ
つ
ふ
中
つ
つ
Ｃ
両
筥
○
旨
甸
Ｑ
２
星
一
霞
⑨
ロ
。
函
星
言
飼
の
菌
二
二
曾
二
四
国
。
Ｐ

函
○
○
一
屋
呵
皿
』
。

８
つ
⑫
Ｅ
コ
ニ
８
５
置
里
宮
四
・
つ
廷
冒
ぷ
・
色
冒
『
冒
勿
○
塁

●
男
曾
・
己
く
雷
・
昌
三
寺
・
言
旨
ｇ
一
品
・
一
室
ち
農
豊
里
豈
函
屋
曽
昌
吾
８
呂
巳
塁
も
乱
里
壱
⑫
乞
昌
《
三
８
題
三
目
室
《
塁
昌
塁
冒
邑
ご
呂
豐
Ｕ

↑
ぬ
こ
．
國
函
嵩
⑫
．
』

・
易
竺
・
ａ
く
曇
．
（
○
壱
○
国
。
星
Ｕ
）
・
冨
言
５
塁
ｇ
３
５
ｇ
ｇ
』
君
農
冒
智
三
シ
・
Ｓ
Ｑ
・
召
国
篁
昌
・
星
塁

彦
湧
祠
匡
《
ぬ
詞
・
寺
一
昌
富
《
芯
星
』
呂
言
昌
里
受
毎
晟
．
２
９
言
室

↑
９
－
愚
茎
○
さ
巨
星
望
二
三
○
の

命
巴
．
国
⑭
電
己
逹
扇
至
宝
画
国
《
星
』
ｇ
呉
ン

ｓ
ご
曾
国
つ
冨
飼
《
望
患
い
蓼
両
国
の
三
国
ｏ
函
屋
昌
冨
ン
里
⑫
三
野
二
竜
ご
冨
昌
シ
・
囚
・
Ｚ
９
つ
⑫
嚢
頃
宮
Ｃ
Ｑ

（
詞
）
還
三
富
‐
雪
浸
・
冨
昌
》
凰
昌
Ｃ
も
豐
菖
昌
豊
闇
乏
芯
蛋
三
里
爵
留
話
呂
己
君
つ
馬
筈
曾
昌
呂
亘
塁
易
喜
冒
函
・
里
ぢ
亘
夛

信
己
星
二
国
屋
の
“
Ｐ

里
室
一
○
国

里
室
一
○
国

里
屋
一
．
国

。

＝
屋

U

⑭

二
二

U

⑨
ー

罠
Q

⑪

＝

二

U

｡
一

三
U

⑫

男＝
昼

U

里
皇
Ｅ
ｏ
－
ｏ
Ｑ

』
○

ロ
“
．

畠

』
○
つ
画
．
。
四

』
○
つ
⑬
．
Ｑ
四

当
○
壱
画
二
○
四

』
。
つ
団
．

畠

』
○
つ
⑮
二
○
四

觜
○
つ
⑬
．
○
四

国
富
○
四
国
飼
竪

●

．
』
ハ
》
』

呵
昌
旨
。
響
く

呵
昌
言
⑭
響
く

●

つ
屋
星
団
⑭
Ｎ
室
の
Ｚ

己
宮
里
電
②
圃
彦
⑲
Ｚ

里
一
国
湯
．
く

里
雷
邑
豐
く

星
君
皇
普
く

里
一
国
湯
。
く

ｓ
ｏ
ミ
ミ
、
函
営
亀
ミ
豊
ミ
ら

己
。
更
冨
薑
⑳
函
ご
ミ
国
、
鐘
筐
電
○

弓
。
ミ
ミ
ー
葛
ご
ミ
ョ
、
亀
ミ
ら

弓
。
ミ
ミ
、
函
ご
ミ
ロ
、
重
重
ご
○

己
。
ミ
ミ
、
函
ご
ミ
ミ
⑳
ミ
ミ
一
○

ｓ
ｏ
冨
亘
室
①
函
冒
亀
弓
、
鐘
ミ
一
○

ご
畠
ミ
ミ
、
函
ご
一
堂

ご
』
望
ミ
ご
○

己
。
ミ
ミ
ー
葛
ご
ミ
ミ
⑳
鐘
ミ
一
○

己
。
ミ
ミ
、
函
ご
｛
亀

ご
呈
望
ミ
電
○

ご
Ｑ
冨
星
、
函
ご
ミ
ミ
ミ
ミ
Ｇ

己
。
ミ
ミ
、
函
ご
ミ
ミ
廻
堂
鐘
雪
○

己
。
ミ
ミ
ー
葛
ご
ミ
画
、
ミ
ミ
『
。

ご
Ｑ
冨
昌
、
函
ご
ミ
ミ
①
鐘
曇
弓
。

己
。
ミ
ミ
、
函
ご
ミ
ミ
①
ミ
ミ
ら

己
。
ミ
ミ
ー
葛
ご
ミ
ミ
⑳
鐘
ミ
ら

ｓ
ミ
ミ
『
葛
ご
ミ
ョ
句
ミ
ミ
ら

己
。
薑
ミ
、
函
冒
ミ
ミ
ミ
壁
雪
０

己
。
ミ
ミ
、
函
ご
ミ
ョ
、
亀
壁
弓
。

己
。
ミ
ミ
、
函
ご
ミ
ミ
①
重
重
ご
○

ご
皇
電
登
電
①
配
電
ミ
電
雪
ご
溝
。

己
。
ミ
ミ
、
函
ご
ミ
魯
言
其
）

ご
Ｑ
ミ
ミ
、
函
ご
ミ
魯
言
墓
〕

ご
Ｑ
一
量
ご
薑
①
函
ご
一
重
皇
『
ご
篭
（
〕

雰
鯉
渥
拭

ご
Ｑ
更
ミ
、
函
ご
ミ
魯
言
巽
○

寺

ご
Ｑ
薑
ミ
、
評
薑
魯
さ
賃
）

己
。
ミ
ミ
、
雪
菖
呈
冨
。

己
。
ミ
ミ
、
函
ご
ミ
ミ
ミ
。
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Ｓ
巴
・
垣
つ
ｃ
つ
甲
つ
つ
め
｛
釘
昌
甸
曾
涜
匂
宮
呵
の
つ
。
◎
彦
屋
局
三
コ
○
旨
ざ
三
国
唇
吻
飼
』

●

●

（
ず
国
）
の
⑭
で
．
一
室
君
二
四
一
二
画
一
面
里
』
回
白
湯
富
国
一
屋
屋
一
函
の
○
国
己
Ｑ
一
厘
面
つ
宮
一
㎡
旨
園
毎
厘
函
飼
い

含
巴
薗
冒
飼
屋
扇
甸
Ｐ
三
○
乱
。
○
』
二
つ
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グンネラ属(GunneﾉaL.）の系統分類学的・植物地理学的研究

はじめに

グンネラ属はグンネラ科(Gunneraceae)の唯一の属であり、これまでに約

30～50種が知られている。植物体は高さ数crnから数mに達する多年生草本

であり、数mlTlの小さな花が集合した花序を作る。この属はこれまでアリノト

ウグサ科に近縁とされてきたが、系統的な位置ははっきりしていない。またこ

の属は、南米大陸、ニュージーランド、オーストラリア、南アフリカ、ハワイ、

マレーシアなど南半球を中心に分布し、古くからゴンドワナ大陸起源の種群と

して注目されてきた。このようにグンネラ属は、系統学的にも生物地理学的に

も興味深い分類群である。そこで本報告書では、この属の系統分類学的な研究

を進めていく上で必要なこれまでの知見についてまとめた。また予備的なデー

タではあるが、Gunnezamagelhnimの葉緑体DNAの地理的変異を解析した

結果を報告する。

グンネラ属の分類・生態・分布

グンネラ属の分類学的な研究としては、Schindler(1905),Mattfeld(1933),

Bader(1961)などがある。最も新しい文献であるBader(1961)によれば、グ

ンネラ属に47種を認め、6つの亜属に分類している。南アメリカ大陸には23

種、中央アメリカには4種、ニュージーランドとタスマニアに10種、マレー

シアに2種、ハワイには7種、アフリカ、マダガスカルに1種が生育するとし

ている。このようにグンネラ属の分布は南半球にその中心があり、特に南アメ

リカ大陸において多様性が高いことが分かる。

この属の多くの種が巨大なロゼット葉を形成するが、G.magelhni田のよう

に一部の種では小さい葉をつけ、マット状に広がる種類もある。すべての種は

小さな2数性の花をともなった風媒花で、軸状の穂状花序もしくは総状花序を

形成する。果実は小さな石果で、時に明るい色を帯びる（烏による種子分散)。

すべての種は、窒素固定のためにシアノバクテリア(IVmtOc)と共生している。

グンネラ属は上記したように南半球に広く隔離分布している。このような分

布はナンキョクブナ(lVbthoiagus)など他の種においても数多く知られてお

り、ゴンドワナ大陸起源の種として知られている。一つ大陸であったゴンドワ

ナ大陸は、ジュラ紀の1億8000万年前頃から分断しはじめ、そして現在南米、
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アフリカ、南極、オーストラリアなどに分かれたと考えられている。そして、

それにともなって植物も大陸ととも移動し、現在大きな隔離分布を示すように

なったと考えられている。しかしグンネラ属に属すると思われる花粉化石が、

白亜紀後期の初め頃から出現し、北半球においても記録されている(Jarzenand

Dettmannl989)。したがってグンネラ属の生物地理的な議論は、再検討の余

地があると思われる。 一
一

グンネラ属の系統的位置

伝統的にグンネラ属は、アリノトウグサ科に近縁であると考えられてきた。

アリノトウグサ科に含める見解もあれば、グンネラ科として独立させアリノト

ウグサ科のとなりに配置されることが従来の見解であった。しかしDahlgren

(1975)はグンネラ属をアリノトウグサ科から切り離し、ユキノシタ科に近縁で

あるという仮説を提唱した。近年分子系統解析により、グンネラ属の系統的位

置が検証された(Chaseetal.1993,Soltisetal.1997)。葉緑体DNAのrbcL

遺伝子を用いた系統解析では、どちらの仮説も支持せずに、バラ亜綱/ナデシ

コ亜綱/キク亜綱の根元近くに孤立した位置についた。その後の功cL,atpB,

18Sの塩基配列を用いた解析では、グンネラ属はMJI℃tharnnusmbellimlius

という南アフリカやマダガスカルに生育する植物と近縁であるという結果が得

られている（ブートストラップ確率75%)(Soltisetal.2000)(図4)。しか

しながら両者の形態は著しく異なっている。このように形態と分子ではグンネ

ラ属の系統的位置は大きく食い違い、現在この属の系統的な位置に関する定説

はないと言えるだろう。

グンネラ属内の系統関係

近年グンネラ属内の系統解析が、葉緑体DNAのrbcL遺伝子およびIPsl6

遺伝子を用いて行われた(Wanntometa1.2001)。グンネラ属から12種を用

い、外群として上記の結果をもとにM/z℃的amnusmbembnusが使われてい

る。その結果、もっとも最初に分岐したのはウルグアイやブラジルに分布する

GUnnerahert石亙という種であった（図5)｡Mattfeld(1933)はこの種が他の

グンネラの種からはかなり離れたものであると記述しているが、この結果はそ

のことを支持するものである。G.herteITの次に分岐したのは、アフリカ産の

G・pelpensaという種であったがそのブートストラップ確率は52%と低い。残
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りの種においては、大きく2つの系統に分かれている。一つは南米とハワイの

種を含む系統、もう一つはタスマニア、ニュージーランド、マレーシアの種を

含む系統である。南米大陸の種は2つの異なるレベルの系統から構成されてい

ることが明らかとなった。

Gunnelamage"niCaの葉緑体DNAの地理的変異

本種は、南アメリカ大陸において、南はパタゴニアのフエゴ島から、北はコ

ロンビアまでアンデス山脈に沿った高山帯に生育する広域分布種である。本種

を用いた分子系統地理的な解析を進めるための予備的な調査として、ボリビア

3集団とチリ3集団の計6個体を用いて、葉緑体DNAの地理的変異をの有無

を調査した。解析に用いた領域は、葉緑体DNAのtmL(AA)5'exon-tmF

の遺伝子間領域約730bpである。材料は表4に示した。解析の結果、ボリビア

3集団・チリ3集団の各国内での多型は検出されなかったが、ボリビアとチリ

の間で2塩基と1カ所の挿入/欠失が検出された（表5)。まだ解析集団数が少

ないが、葉緑体DNAの系統地理的な構造が検出できる可能性があるだろう。

本年エクアドルやチリ中部、南部の集団から採集することができたので、今後

それらのサンプルを用いて解析を進める予定である。
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表4.Gunneramage"njCaの葉緑体DNAの地理的変異の解析に用いたサンプル

表5.Gunneramage/bniCaの葉緑体DNAの地理的変異｡解析した領域は､葉緑体DNAのtmL

~tmF(GAA)の遺伝子間領域である。サンプル番号については表4を参照。ボリビアとチ
理的変異が検出された。
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